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Ⅶ 研究後記
研究主題「未来の社会をつくる学びの主体者の育成」をどのように評価をするか何をもって

研究の評価とするかは、大変難しい課題である。なぜなら、その評価は、数年後、十数年後に

生徒がその未来の社会で振る舞う姿だからである。

研究を進めるにあたって、私たちが追い求めたものは、「指導の在り方」であったり「指導

の実際」であった。近い将来、生徒が活躍でき、人から認められ、豊かな生き方ができてほし

いという教師の願いを、どのようにして限られた義務教育の期間に具現化できるか。それは授

業をはじめとする教育活動にほかならない。

新型コロナウイルス感染症の猛威を契機にして、公教育は急速な速さで大きく変化している。

現行の学習指導要領が施行された前後は「アクティブ・ラーニング」の議論が活性化していた。

現在は、令和３年１月の中央教育審議会答申３０ページで述べられている「令和の日本型学校

教育の構築に向けたＩＣＴの活用に関する基本的な考え方」を具現化した取組が活発に議論さ

れている。それは、「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びを

実現するためには、学校教育の基盤的なツールとしてＩＣＴは必要不可欠なものである。」と

示されているからと考える。

一方で、同答申２８ページにある「個別最適な学び」及び「協働的な学び」との関係では、

「生徒の見取り」「カリキュラム・マネジメント」が重要と述べられている。本校の研究は、

平成２９年告示の中学校学習指導要領から継続しているここに焦点を当てた。

学校教育がＩＣＴ機器を充実させ、便利になったとしても、社会は現在も未来も人間が中心

になっていなくてはならない。近年登場してきた「生成ＡＩ」が社会の中心になってはならな

いと考える。そのためには、人間が人間同士で磨きを掛け合い、質を高め合って、より良い社

会を構築していかねばならない。「主体的に学ぶ、学び続ける」姿こそ、人間が最も人間らし

く振る舞う様ではないだろうか。

本校の研究は一つの区切りとなった。されど、未来の社会を豊かなものにできる「良き学び

の主体者」を育成できるよう、今後もその歩みを進めていきたいと考えている。

★校内研究会にてご指導をいただいた講師の皆様 ※所属はご指導いただいた当時のものです。

令和５年１２月１３日

東京女子体育大学 講師 横山弘美 先生

「ホワイトボード・ミーティングでファシリテーターになろう！」

・ホワイトボードミーティングの基本

令和６年 １月２４日

東村山市立東村山第五中学校指導教諭 吉川滋之 先生

・学級活動における班長やフォロワーづくりについて

・生徒会活動や学校行事におけるリーダーづくりとその役割について

・問題を解決するために、自分たちで考えて行動することができるようにする

リーダーの育成

令和６年 ２月１６日 北海道教育庁渡島教育局教育支援課

義務教育指導班 主査 松本了祐 先生

・授業視察

・現在の本校の取組についての評価

・教育活動の質の向上を図る授業デザインを構築するための学習指導要領の捉え方

・実効性の検証方法と改善の「マネジメント・サイクル」について
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★研究に携わった本校教職員★

校長：慶野 富士夫

副校長：志村 修（研究推進部長）

主幹教諭：杉本 順一（令和５年度研究主任）

主任教諭：井出 一恵（令和６年度研究主任・教科授業研究チームリーダー）

関口 玲（アセスメントチームリーダー）

市川 太郎 山口 弘子 大滝 龍太 水野 直子 柳井 理惠子 秦 明彦

主任養護教諭：熊木 由美子

教諭：湯本 清人（特別活動等研究チームリーダー）

今 奏乃 栫山 日花 坂元 大輔 横沼 瑛人 村上 綺菜実 丸田 尚哉

練馬区ＩＣＴ支援員チーム

（実用化ツール ©"Online awareness Survey of Analog " Method - UTILITY 制作協力）
現場監督者 鎌田 悠佳

現場監督補佐 及川 由佳、小渡 康裕、小河原 良太

本校ＩＣＴ支援担当 上川 舞

（令和５年度 谷 信彦 江澤 尊宏 竹内 美香子 新川 直雄規 萩田 有美）

【本校へのアクセス】

◆西武池袋線・都営大江戸線「練馬駅」下車 徒歩１５分

練馬駅より関東バス 高円寺駅北口行「豊玉中」下車徒歩１分

京王帝都バス 中野駅行 「徳田」下車徒歩３分

◆西武新宿線「野方駅」下車 徒歩１８分

野方駅入口より 関東バス 練馬駅行

国際興業バス 赤羽駅東口行

都バス 王子駅前行「豊玉中」下車徒歩３分

練馬区立豊玉中学校

〒１７６－００１４

東京都練馬区豊玉南２－１－２０

電話 ０３－３９９４－１４５１

ＦＡＸ ０３－５９８４－２４６１

【URL】https://www.nerima-tky.ed.jp/toyotama-j/ 豊玉中学校公式キャラクター
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